
オムロン奥⽥武夫⽒の知財AIオーケストレーション論
と⽣成AI導⼊完了後の知財組織課題

エグゼクティブサマリー

奥⽥武夫⽒の問題提起は、知財部⾨における⽣成AI導⼊の「前半戦」が個別業務の⾃動化‧効率化であった
のに対し、「後半戦」は複数AIエージェントの能⼒をどう最⼤化し、⼈間とどう協働させるかに移る、とい
う点にある。⽒はこの状態を「知財AIオーケストレーション」と呼び、知財⼈材は個別ツールの使い⼿であ
る「奏者」から、エージェントを束ねる「指揮者」へ移るべきだと述べる。さらに、従来の細かな⼿順指⽰
中⼼のプロンプト技法より、ゴール‧成功条件‧制約を定義する設計⼒が重要になると論じている。これ
は、Anthropicが⽰す「workflow / agent」の区別、OpenAIの単⼀‧マルチエージェントのオーケストレー
ション設計、NIST/ISOのAIガバナンス論と整合的である。fileciteturnfile 

知財組織にとっての実務的含意は明快である。第⼀に、AI活⽤の単位を「検索」「要約」ではなく、課題定義
→探索→分析→草案→評価→承認という業務連鎖として設計すること。第⼆に、AIの成果物をそのまま使う
のではなく、評価ループ‧観測可能性‧権限管理‧説明責任を埋め込んだ運⽤体系へ移すこと。第三に、特
許性‧新規性‧記載要件‧侵害判断のような⾼リスク判断は、⼈間が最終責任を持つ前提で、AIは仮説⽣成
と⽐較検討の加速器として使うべきである。USPTOのAI関連ガイダンスや近年の研究は、AIが知財判断を⽀
援し得る⼀⽅、発明者性や提出⽂書の正確性、機密保持の責任は依然として⼈間に残ることを⽰している。

結論として、知財組織の次の競争⼒は、モデル性能そのものではなく、知財⼈材の設計⼒‧評価⼒‧統率
⼒、およびそれを⽀えるAIマネジメントシステムの成熟度で決まる。短期はタスク棚卸しと評価基盤整備、
中期はマルチエージェント運⽤と⼈材再設計、⻑期は事業‧研究‧法務をつなぐ「知財戦略ハブ」化が主戦
場になる。fileciteturnfile 

奥⽥⽒の主張と原典確認

本調査で公開⼀次資料として確認できた奥⽥⽒の発⾔原典に最も近い資料は、2026年5⽉28⽇開催の
LexisNexis PatentSight+ Summit  のパネル討議を再録したBIZ/Zine記事である。記事本⽂には、奥⽥
⽒が「知財業務に関して⽣成AIの導⼊が完了した後に企業が直⾯する課題」として、「各AIエージェントの能
⼒を正しく発揮させること」と「⼈間とエージェントがうまく協働すること」の⼆点を挙げたと記されてい
る。また、知財⼈材は「奏者」から「指揮者」へ変わる必要があり、ゴール‧成功条件‧制約を定義する
「設計⼒」が問われる、と再録されている。fileciteturnfile

確認できた出典情報は次のとおりである。なお、講演の正確な時刻、配布スライド原本、同内容を直接扱う
オムロン公式発表は未確認/未⼊⼿であり、以下は「公開再録記事＋記事内掲載スライド画像」に基づく。
fileciteturnfile

項⽬ 確認内容

発⾔者 オムロン株式会社 奥⽥武夫⽒

発⾔機会
LexisNexis PatentSight+ Summit  パネル「知財業務AIの次へ ── 戦略領域へのAI活
⽤」
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項⽬ 確認内容

発⾔⽇ 2026-05-28

発⾔時刻 未確認

公開記事⽇
時

-- : JST

出典URL https://bizzine.jp/article/detail/12916?p=4&anchor=0

備考
URLはユーザー提供docxの埋込リンクから確認。本⽂には奥⽥⽒発⾔要旨とスライド抜
粋が含まれる。

奥⽥⽒の主張を正確に要約すると、要点は四つある。第⼀に、導⼊後のボトルネックはモデル性能不⾜では
なく運⽤設計に移る。第⼆に、プロンプト職⼈型の細かな誘導より、⽬的‧制約‧成功条件の設計が重要に
なる。第三に、AIエージェントは単なる道具ではなく、混成チームの「メンバー」として扱うべきである。
第四に、知財組織の新たな中核能⼒は、⼈間とAIの特性を踏まえた⼀貫した業務マネジメントである。 この
整理は、記事後半で松岡⽒が挙げる「設計⼒‧協働を進める⼒‧事業価値の創出⼒」、中村⽒が挙げる「品
質の番⼈」「伴⾛者」という補助論点とも連続している。fileciteturnfile

知財AIオーケストレーションの定義と設計原理

本報告では「知財AIオーケストレーション」を、知財業務を複数のAIエージェントと⼈間に分解‧配賦し、
共通のゴール、成功条件、データ接続、評価ループ、権限統制の下で再統合する運⽤‧統治アーキテクチャ
と定義する。奥⽥⽒の⽤法は実務概念だが、構造的にはAnthropicが区別する「predefined workflow」と
「dynamic agent」を、知財特有の⾼リスク判断と責任体系に接続したものだと理解できる。Anthropicは、
workflow、orchestrator-workers、evaluator-optimizer、autonomous agents という基本形を提⽰し、
OpenAIも単⼀/マルチエージェントのオーケストレーションとobservabilityの必要性を明⽰している。
fileciteturnfile 

その構成要素は、少なくとも課題定義、タスク分解、モデル/ツール選択、データ接続、評価、監査、承認の
七つである。知財領域ではさらに、市場‧競合‧政策‧社内技術情報をつなぐ⽂脈統合が重要であり、NTT
ドコモビジネスの事例では、特許‧市場‧競合‧技術動向‧規制‧社内情報を3C分析やVRIO分析に取り込
み、KSFとコアコンピタンスを導く構造が⽰されている。これは「知財AIオーケストレーション」が単なる検
索⾼度化ではなく、経営戦略と知財実務を接続する分析管制であることを⽰す。fileciteturnfile

類似概念との差分も明確である。プロンプトエンジニアリングは単発の対話品質最適化に近い。RPAは固定
⼿順の⾃動化で、例外や仮説⽣成に弱い。コパイロット利⽤は個⼈の作業⽀援が中⼼で、責任分界や評価
ループが薄い。これに対し、知財AIオーケストレーションは、複数エージェントを⽂脈に応じて編成し、成
果物の品質‧説明可能性‧承認権限まで含めて管理する点で異なる。とりわけ⾼リスク⽂書である特許ク
レームや新規性判断では、⼀般的NLG指標だけでは不⼗分で、PatentScoreのような法的‧技術的‧構造的観
点を含む評価軸が必要になる。

実装原理として重要なのは、細かい指⽰を増やすことではなく、よい評価系を先に定義することである。
Anthropicは、単純で合成可能な設計、明⽰的な計画可視化、ツール仕様の明⽂化を推奨し、OAgentsは標準
化された評価プロトコルの⽋如が⽐較不能性を招くと指摘する。知財部⾨に引き寄せれば、プロンプトの巧
拙よりも、何を成功とみなすか、どの誤りを許容しないか、どこで⼈間承認に戻すかを定義できる組織が勝
つ、ということになる。
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指揮者の役割と⼈間‧エージェント協働モデル

奥⽥⽒のいう「指揮者」は、単にAIを使いこなす⼈ではない。戦略課題を業務仕様へ翻訳し、複数エージェ
ントに仕事を割り振り、評価し、必要時に⼈間判断へ戻す責任者である。中村⽒の「編集者」「品質の番
⼈」「伴⾛者」、松岡⽒の「設計⼒」「協働を進める⼒」「事業価値の創出⼒」と合わせると、指揮者像は
かなり具体化できる。fileciteturnfile

役割領
域

具体業務 必要スキル 主な評価指標

課題設
計

事業課題を知財論点へ翻訳、⽬
的‧制約‧成功条件を定義

設計⼒、事業理解、論
点設定⼒

ゴール明確性、再利⽤
率、⼿戻り率

編成‧
配賦

検索、要約、分析、草案、評価を
⼈間/AIへ割当

タスク分解、モデル選
定、⼯数設計

処理時間、コスト/案件、
役割衝突件数

品質保
証

事実誤認‧ハルシネーション‧⽂
脈ずれの検知

評価設計、知財実務
⼒、レビュー⼒

正答率、引⽤適合率、レ
ビュー差戻し率

リスク
統制

機密、権限、説明可能性、監査証
跡の管理

ガバナンス、セキュリ
ティ、法務連携

機密事故件数、監査完了
率、権限逸脱件数

組織協
働

研究‧事業‧法務との合意形成、
エスカレーション

ファシリテーション、
EQ、交渉⼒

意思決定リードタイム、
採⽤率、満⾜度

価値検
証

出願KPI、調査品質、事業貢献を可
視化

KPI設計、ROI分析、ス
トーリー化

出願の質、探索再現率、
事業貢献額/率

表は奥⽥⽒‧松岡⽒‧中村⽒の議論と、Anthropic/OpenAI/NIST/ISOの実装論点を統合して作成。
fileciteturnfile 

協働モデルは、⾼リスク知財業務ではHIC/HITL型が基本である。すなわち、AIは探索‧草案‧候補⽣成を担
い、⼈間は課題定義、評価、承認、責任引受を担う。Wulfらの整理でも、AI提案に⼈間承認を必須とする
Human-in-Command、⼈間が節⽬ごとに介⼊する Human-in-the-Loop が、複雑性‧リスク‧信頼性のバラ
ンスに適する。
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この流れで重要なのは、エスカレーション条件を事前定義することである。例えば、未知技術分野、クレー
ム解釈が割れる案件、対外提出⽂書、訴訟‧無効化リスクの⾼い案件では必ず⼈⼿承認に戻し、低リスクの
社内探索や初期仮説整理ではAI裁量を広げる。この「権限の可変設計」が、奥⽥⽒のいう「混成チームの⼀
貫したマネジメント」に相当する。fileciteturnfile 

実践ロードマップとベンチマーク

技術‧運⽤施策としては、まずプロンプト設計を「⼿順列挙」から「⽬標‧制約‧評価基準の明⽰」へ移す
必要がある。次に、Anthropicのevaluator-optimizer型やOpenAIのtracing/observabilityの考え⽅を取り込
み、案件別に評価セットを持つことが重要である。さらにデータ⾯では、出願書類、発明メモ、⾮公開実験
データ、調査結果、外部DBを権限分離し、ベクターストアやRAGを使う場合も案件単位‧部⾨単位のアクセ
ス境界を設けるべきである。説明可能性については、FactSheets型の⽂書化により、⽬的、性能、限界、
データ由来、安全性、責任者を残すのが有効である。

期
間

優先施策 KPI候補

短
期

業務棚卸し、タスク危険度分類、評価セット作
成、承認閾値定義

⾃動化対象⽐率、レビュー差戻し率、平均処
理時間、引⽤根拠付与率

中
期

マルチエージェント編成、データ権限分離、監
査ログ/観測基盤、指揮者育成

案件当たり⼯数、検索再現率、重⼤誤答率、
エスカレーション妥当率

⻑
期

事業‧研究‧法務を横断する知財戦略ハブ化、
ROI管理、AI管理システム定着

事業提⾔採⽤率、戦略案件創出数、知財
ROI、監査適合率

閾値未達/高リスク
閾値達成

経営・事業課題の定義 人間

指揮者がゴール・制約・成
功条件を設計

タスク類型判定

探索エージェント\n先行技
術・競合・市場

分析エージェント\n要約・
比較・仮説生成

草案エージェント\n発明整
理・請求項/レポート草案

評価エージェント\n根拠・
網羅性・一貫性チェック

人間レビュー・エスカレー
ション 知財責任者承認

出願・見解・戦略提言
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表は奥⽥⽒の論点をNIST AI RMF、ISO/IEC 、エージェント実装知⾒に接続して作成。
fileciteturnfile 

ベンチマークとして確認できた事例では、NTTドコモビジネスが特許‧市場‧競合‧技術‧政策‧社内情報
をAIへ投⼊し、3C/VRIOに基づく戦略策定と出願KPI運⽤を実施している。WIPOは会議逐語録の⾃動⽣成と
機械翻訳を内製ST/MTで実現し、既存ワークフローを置き換えた。IBMはAskHRでHR問い合わせの94%を処
理し、組織設計の変化を⽰す benchmark になっている。FreshfieldsはAnthropicと法務AIツールを共同開発
し、法務系⾼専⾨職でのAI協働を本格化させている。なお、オムロンについては本件テーマに対応する公開
済み実装詳細は未確認/未⼊⼿であり、現時点では奥⽥⽒の構想提⽰段階として扱うのが妥当である。
fileciteturnfile 

リスクと法的‧倫理的課題

最⼤のリスクは責任の空洞化である。⼤規模公開競技に基づく研究では、22の先端エージェントに対し180万
件のprompt injectionが投じられ、6万件超のポリシー違反が誘発された。多くのエージェントは10〜100ク
エリで違反に⾄り得るため、知財部⾨での「AIがそう⾔った」は免責にならない。対策は、権限最⼩化、サ
ンドボックス、ツール呼び出し制限、監査ログ、⼈間承認の埋め込みである。

次に機密保持である。USPTOは、AIを⽤いた出願関連⽂書作成について、正確性検証を怠らないこと、AI関
与が重要なら開⽰が問題になり得ること、さらにクライアント情報⼊⼒が機密‧国家安全保障上の懸念を持
ち得ることを警告している。したがって、知財組織では公開モデルへの無差別投⼊を避け、契約上の学習利
⽤条件、保存期間、地域、再委託先を確認した上で、社内閉域または企業向け統制環境を原則にすべきであ
る。

バイアスと説明可能性も避けて通れない。NIST AI RMFは信頼性考慮を設計‧開発‧利⽤‧評価へ組み込むこ
とを求め、ISO/IEC はAIマネジメントシステムを通じた継続的改善を重視する。FactSheetsは
purpose, performance, safety, security, provenance の記録を提案しており、知財AIでも「どのデータに基
づき、どの評価で、誰が承認したか」を残す実務が不可⽋である。

最後に、特許性判断への影響である。USPTOはAIを発明者ではなく⼈間が使う「道具」と位置づけ、⼈間の
発明者性基準がそのまま適⽤されると明確にしている。他⽅、研究ではLLMが新規性評価やクレーム⽣成を
相応に⽀援し得るが、評価そのものは⾼リスクで、従来の⼀般NLG指標では⼗分でない。したがって、AIは仮
説⽣成‧⽐較整理‧候補提⽰までを主担当にし、最終的な新規性‧進歩性‧記載要件‧クレーム戦略の判断
は、⼈間の責任で下すべきである。これは法的にも運⽤的にも最も堅い線である。

参考⽂献と主要ソース

主要ソース⼀覧を⽰す。URLは参照⽤にコード形式で記載する。

BIZ/Zine再録記事
https://bizzine.jp/article/detail/12916?p=4&anchor=0

ユーザー提供docx埋込リンク。LexisNexis PatentSight+ Summit  パネル再録。
fileciteturnfile

WIPO, Getting the Innovation Ecosystem Ready for AI: An IP policy toolkit
https://www.wipo.int/edocs/pubdocs/en/wipo-pub-2003-en-getting-the-innovation-ecosystem-
ready-for-ai.pdf
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Anthropic, Building effective agents
https://www.anthropic.com/engineering/building-effective-agents

OpenAI, New tools for building agents
https://openai.com/index/new-tools-for-building-agents/

NIST, AI Risk Management Framework
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